
ふるさと納税寄附金活用事業報告について
令和3年度中にいただいた寄附金（繰越事業分含む）2,491,655,000円については、令和4年度に実施しました各事業に活用いたしました。

下記のとおり、主な活用事業を報告するとともに、今後とも本市への応援をよろしくお願いいたします。

令和4年度主な活用事業について

寄附金使い道別 使途区分 事業名 寄附金活用金額

まちづくり協議会活動推進事業 23,743,000

地域づくり人材育成事業 6,394,000

協働のまちづくり応援補助事業 2,372,000

各交流センター整備事業 537,343,000

避難行動要支援者等対策事業 5,890,000

まちづくり推進
まちづくりに取り組む住民組織の支援

まちづくりの拠点施設の整備等

《まちづくり協議会活動推進事業》

まちづくり協議会が策定する、まちづくり計画に基づき実施される地域活性化や地域課題

解決に向けた幅広い事業に対して、まちづくり協議会補助金を交付しています。

《各交流センター整備事業》

生涯学習に係る学びの場であるとともに、住民の活発な

活動による地域課題の解決や、地域コミュニティの増進

のための拠点である各交流センターの整備を行っていま

す。

幸袋交流センター
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寄附金使い道別 使途区分 事業名 寄附金活用金額

いいづかスポーツ・リゾート管理費 5,378,000

飯塚観光協会補助金交付事業 16,735,000

企業立地促進補助事業 18,487,000

産業振興ビジョン策定事業 8,395,000

有害鳥獣駆除対策事業 12,185,000

産業・経済の活性化

国際交流の推進

来訪者をおもてなしする施設の充実

観光イベントの運営

起業家の育成や企業誘致の推進

豊かな農畜産物を育む環境の整備等

《有害鳥獣駆除対策事業》

自然の環境の変化等により増加するイノシシ・シカ・アナグマ・アライグマの捕獲を推進

し、農作物及び生活環境の被害を防止するために、有害鳥獣駆除対策に係る経費や活動実

績・捕獲頭数に応じた補助金を交付しました

《いいづかスポーツリゾート管理費》

いいづかスポーツ・リゾート（ザ・リトリート）は多く

の旅行者が訪れる観光拠点として、また多くのアスリー

トが集まるスポーツ拠点として整備された施設です。ま

た、アジア最高峰の国際大会「飯塚国際車いすテニス大

会」の開催地となっています。

住民ニーズに効果的、効率的に対応し、利用者数の増加

を図るため、民間の能力を活用する指定管理者制度を導

入し管理運営を行っています。
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寄附金使い道別 使途区分 事業名 寄附金活用金額

学力向上推進事業 9,520,000

ICT活用推進事業 22,995,000

外国語教育推進事業 36,220,000

各小中学校整備事業 34,209,000

体育館等建設事業 232,442,000

市民公園テニスコート施設整備費 131,694,000

教育・文化の充実

子どもの学力向上

新しい情報化社会に対応する人材の育成

世界に通用する人材の育成

義務教育環境施設の整備

スポーツ・文化を振興する施設の整備等

《体育館等建設事業》

飯塚市総合体育館は、「だれもが、いつでも、生涯を通

じて快適に楽しむことができる多種多様なスポーツの推

進」を基本方針として、世代・男女を問わず、健康増進

や日頃のスポーツ活動や体力づくり、競技やレクリエー

ション等を、生涯を通じて安全、安心して利用し、集

い、観戦ができる場を提供できる体育館を目標として整

備しました。

《ICT活用推進事業・外国語教育推進事業》

未来を担う人材を育成するために、子どもたちの確かな学力の基盤となる、基礎・基本の

確実な定着と思考力・判断力・表現力の育成を図るため、各小中学校に教育用情報機器

(タブレットパソコン、電子黒板等、ソフトウェア等)の整備を行っています。また、小学

校3・4年生にALTを派遣し外国語に慣れ親しむ活動を実施、平成30年度からは5・6年生を

対象にオンライン英会話を実施しています。中学校へは外国人講師を派遣し、外国語でコ

ミュニケーションを図る力を育成しています。
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寄附金使い道別 使途区分 事業名 寄附金活用金額

児童の発達に関する巡回相談・支援事業 470,000

サン・アビリティーズいいづか改修事業 3,175,000

障がい児通所支援事業 66,751,000

シルバー人材センター補助等事業 3,058,000

ヘルスケアプロジェクト事業 9,292,000

市民福祉の向上

子どもの成長を見守る事業の推進

保育体制の充実と保育環境の向上

障がい者福祉の向上

高齢者の活躍推進

健幸寿命を延ばす取り組みの充実等

《ヘルスケアプロジェクト事業》

ICTを活用し歩数計測を中心にさまざまな健康づくりに取り組んでいただくサービスで

す。活動に応じポイントがたまり、事業終了時に最大5,000円相当の景品に交換できま

す。運動不足の解消により生活習慣病を予防し、若年者層に多い「メタボ予防」や、高齢

者層での「フレイル」「ロコモティブシンドローム」予防への効果が期待できます。健康

づくりへの積極的な参加と行動変容を促し、医療費の削減を目指します。事業は「測る」

→「分かる」→「気づく」→「変わる」のサイクルで実践するプログラムで、無理なく健

幸生活の習慣化ができるため、「誰でも」「気軽に」「楽しめる」運動として続けること

ができると好評です。

《サン・アビリティーズいいづか改修事業》

本施設は、障がい者（児）の社会参加を促進するための

施設であり、現在の建物を継続利用するにあたり必要な

改修を行いました。
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寄附金使い道別 使途区分 事業名 寄附金活用金額

菰田・堀池地区活性化事業 59,230,000

予約乗合タクシー運行事業 21,577,000

コミュニティバス運行事業 3,335,000

エリアワゴン運行事業 4,133,000

寄附金使い道別 使途区分 事業名 寄附金活用金額

新型コロナウイルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症対策 新型コロナウイルス感染症対策事業 458,000

生活基盤の充実・環境整備
市街地の活性化・再整備

市民の円滑な移動を支援する交通機関の維持・確保

《予約乗合タクシー、コミュニティバス運行事業、エリアワゴン運行事業》

高齢者等の交通弱者の救済及び交通空白地域居住者の支援を目的として、市内８地区の各

地区内において、利用者が希望する時間に利用者の指定する場所から目的地まで移送する

予約乗合方式のタクシーを運行し、また、拠点間連携を目的とした定時定路線型のバス

（経路上の地区拠点等で乗降しながら地区外の大型商業施設、総合病院、中心市街地へ移

動するもの）も運行しています。

　令和4年度から地区内の定時定路線型交通として、

エリアワゴンの運行を開始しました。

《新型コロナウイルス感染症対策》

新型コロナウイルス感染症対策のための除菌スプレー等の消耗品の購入、並びに感染予防

に対する啓発を行いました。
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寄附金使い道別 使途区分 事業名 寄附金活用金額

嘉穂劇場クラウドファンディング 嘉穂劇場保存整備事業 嘉穂劇場保存整備事業 26,954,000

《嘉穂劇場保存整備事業》

嘉穂劇場は2006（平成18）年11月に国登録有形文化財となった歴史的建造物です。江戸

時代の歌舞伎様式を伝える木造2階建ての入母屋造の純和風様式の劇場は、歌舞伎から歌

謡ショー、プロレスに至るまで各種興行が続けられてきました。現在休館中ですが、再

開・活用に際しては、大規模な施設・設備の改修が必要です。
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寄附金使い道別 使途区分 事業名 寄附金活用金額

住宅取得移住奨励事業 16,619,000

住宅改修補助事業 15,610,000

地域ポイント電子化実証事業 6,050,000

小中一貫校教育推進事業 3,441,000

古代山城サミット飯塚大会開催事業 1,567,000

《住宅取得移住奨励、戸建て中古住宅取得補助事業》

筑豊地域外から本市への移住・定住を図るため、本市に居住用の住宅（新築・中古を問わ

ない）を取得した筑豊地域外(飯塚市、直方市、田川市、宮若市、嘉麻市、小竹町、鞍手

町、桂川町、香春町、添田町、糸田町、川崎町、大任町、赤村、福智町以外）からの移住

者の方に対して令和2年度から令和4年度までの3年間限定で奨励金を交付しています。

また、快適な住環境の整備及び中古住宅を活用

した定住化の促進を図るため、10年以上の中古

住宅の購入をした方に対し、経費の一部を補助

金として交付しています。

全事業 なんでもよか、ふるさと飯塚を応援

《小中一貫校教育推進事業》

第17回小中一貫教育全国サミットin飯塚は、大会テーマ

を「未来を切り拓く資質・能力を育成する小中一貫教育

の創造」と掲げ、飯塚市における実践の成果を報告する

とともに、全国の先進的で創意工夫あふれる多様な実践

の交流により、全国のそれぞれの地域のよさや特性に応

じた小中一貫教育のさらなる推進の場とするため開催し

ました。
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